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10～30 歳代の日本人女性 50 名を対象とし，東北大学研究倫理委員会の承認のもと，頭部エックス線




格型によって 3群に，また BMIを基準として痩せ型群，肥満型群の 2群にそれぞれ区分し，各計測点
の軟組織厚の平均値の差を群間で検討した。また軟部組織厚に及ぼす要因を探索するとともに群毎の
特徴を総合的に把握する目的で因子分析による検討を加えた。 
【結果と考察】頭部エックス線 CT画像から得られた仰臥位データと三次元スキャナによる立位データ
とを重ね合わせることで，軟部組織の姿勢変化がほとんど全てのランドマークで有意に現れることを
確認した。骨格型による差異については，頭部正中にある 9 項目のうち上唇付近では有意差を認めた
ものの下顔面部には有意差を認めなかった。体格の差異としては肥満群は痩せ型群よりも軟組織厚が
総じて大きいものの，骨格型の影響は確認されなかった。因子分析の結果として，顔面軟組織厚は総
じて咬筋表層部が大きく影響すること，中顔面と頬部の軟組織厚には強い相関関係があることが示さ
れ，また骨格型は中顔面の軟部組織厚に対して大きく影響することが示唆された。 
 
 
